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「ハローズ観音新町店」新設計画の概要 

１ 届出の概要 

大規模小売店舗名称・所在地 
ハローズ観音新町店 

広島市西区観音新町三丁目６０番１ 

設置者の氏名・住所 
ＪＲ西日本プロパティーズ株式会社 代表取締役 森 克明 

東京都港区芝五丁目３４番６号 

小売業者の氏名・住所 
株式会社ハローズ 代表取締役 佐藤 利行 

広島県福山市南蔵王町六丁目２６番７号    ほか未定 

新設年月日 令和５年２月９日 

店舗面積の合計 ２，０９０㎡ 

駐車場の収容台数 ６９台（総収容台数１２０台） 

駐輪場の収容台数 ６０台（総収容台数１００台） 

荷さばき施設の面積 ７３㎡ 

廃棄物等の保管施設の容量 １９.３㎥ 

開店時刻・閉店時刻 開店時刻：午前０時  閉店時刻：午後１２時 （２４時間） 

駐車場利用可能時間帯 午前０時～午後１２時（２４時間） 

駐車場出入口の数 ３箇所 

荷さばき施設利用可能時間帯 
№１：午前６時～午後１０時 

№２：午後１０時～午前９時 

  

〔当該届出に係る手続の経緯〕                          

届出の提出・受理  ：令和４年６月８日 

届出概要の公告   ：令和４年６月１０日 

届出書の縦覧    ：令和４年６月１０日～同年１０月１０日 

行政関係者からの意見：（意見の内容及び店舗設置者の対応は、別紙１のとおり） 

住民等への説明会  ：令和４年７月２２日（金）午後 ７時００分～午後 ７時４５分（出席者：３名） 

令和４年７月２３日（土）午前１０時００分～午前１０時４５分（出席者：５名） 

           （意見の内容及び店舗設置者の対応は、別紙２のとおり） 

住民等の意見提出  ：令和４年６月１０日～同年１０月１０日 

           （意見なし） 

本市意見の通知期限 ：令和５年２月８日 

 

２ 予定地について 

用途地域 第１種住居地域（建ぺい率６０％／容積率２００％） 

敷地面積、所有形態 店舗兼駐車場用地 ７，５１９㎡ 自己所有 

周辺の土地利用 オフィスビル、社宅、駐車場、運動競技場等（添付図２「周辺見取図」） 

施設面積 

（届出書P14） 区分 店舗面積 
その他の施設 

延べ面積 構 造 
飲食・サービス等 その他 

本棟1階 2,090㎡  0㎡  846㎡ 2,936㎡ 鉄骨造・地上１階 

別棟1階 0㎡   99㎡  0㎡ 99㎡ 鉄骨造・地上１階 

計 2,090㎡   99㎡  846㎡ 3,035㎡  

 

 

 

 

 

３ 新設に当たっての配慮事項 

(１) 駐車場の設置・運営計画 

形式・収容台数 

（届出書P15） 
区 分 Ｎｏ.１ 

形 式 平面駐車場(自走式) 

収容台数 １２０台(うち身障者用１台、高齢者用４台) 

利用時間帯 午前０時～午後１２時（２４時間） 

出入口の数 ３箇所（発券ブース無） 

指針計算式による

必要駐車台数 

（届出書P4） 

項 目 数値等 

地区の区分 その他地区 

Ｓ：店舗面積（千㎡）  ２．０９０ 

Ａ：店舗面積当たり日来客数原単位（人／千㎡） １３１６.４０ 

（日来客数（人／日）＝Ｓ×Ａ） （２，７５１） 

Ｂ：ピーク率（％） １４．４ 

Ｌ：駅からの距離 ‐ｍ 

Ｃ：自動車分担率（％） ５０．０ 

Ｄ：平均乗車人員（人／台） ２．０ 

Ｅ：平均駐車時間係数 ０．６９２ 

必要駐車台数（台）（Ｓ×Ａ×Ｂ×Ｃ÷Ｄ×Ｅ） ６９ 

１日当たりの来店台数 ６８８ 

（ピーク時の１時間当たりの台数） （９９） 

◆ 届出台数：６９台 ＝ 指針式による必要駐車台数：６９台 

〔方面別来店予測〕 
１ 日 ピーク時 

方面 比率 

 北方面 ７７．８％ ５３５台 ７７台 

 北西ゾーン ３２.６％ ２２４台 ３２台 

 北 ゾーン １９.３％ １３３台 １９台 

 北東ゾーン ２５．９％ １７８台 ２６台 

 南方面 ２２．２％ １５３台 ２２台 

 南東ゾーン ２０．６％ １４２台 ２０台 

 南西ゾーン  １．６％  １１台  ２台 

計  １００％ ６８８台 ９９台 

来店経路の設定 交通資料P8・P9「アクセスルート及び方面別来店・退店交通量図」に記載 

経路等を来店客に

知らせる方法 

（届出書P7） 

１ 案内表示の設置（看板等） 

駐車場出入口に案内サインを設置する。 

２ チラシの配布 

オープン時のチラシやホームページ上に店舗位置図を掲載する。 

３ 交通整理員の配置 

オープン時は、駐車場出入口等に交通整理員を適宜配置し、円滑な誘導に努める。その後も

状況に応じて適宜対応する。 
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交通への支障を回

避するための方策

等 

（届出書P15） 

 

１ 駐車場出入口の分散確保 

駐車場への入出庫ルートを３面（北面・南面・西面）に分散確保し、入出庫車両の錯綜を防

止する。 

２ 幅広駐車区画の整備 

比較的ゆったりとした駐車区画（幅２.６ｍ以上）とし、円滑な駐車処理ができるようにする。 

３ 交通整理員の配置 

オープン時は、駐車場出入口等に交通整理員を適宜配置し、安全かつ円滑な交通誘導に努め

る。その後も状況に応じた必要な対応を行う。 

４ その他 

開店後の状況を検証しながら、必要に応じた対策を講じて、周辺交通に支障が生じないよう

努める。 

歩行者の通行の利

便の確保等 

（届出書P16） 

１ 駐車場出入口の安全確保 

・駐車場出入口付近は十分な視認性を確保する。 

・駐車場出口に停止線・「とまれ」標示、歩行者（通学路）への注意を促すサインを設置する。 

２ 駐車場内の安全確保 

・車両と歩行者、自転車の来店動線を分離する。 

・店舗前付近での事故防止のため、店舗前の駐車区画には車止めに加えバリカーを設置する。 

・駐車場内に徐行サイン（８㎞以下）を設置する。 

・駐車場内に夜間照明を適切に設置する。 

３ 交通整理員の配置 

オープン時には、駐車場出入口等に交通整理員を適宜配置し、安全誘導に努める。その後も

状況に応じた必要な対応を行う。 

 

(２) 駐輪場設置・運営計画 

形式 平面式 

収容台数 １００台 

必要駐輪台数 指針参考値による必要駐輪台数：６０台 ＝ 届出台数：６０台 

管理体制 

（届出書P16） 

１ 整理員等の配置 

従業員等により適宜巡回し、整理する。 

２ 営業時間外の管理 

２４時間営業のため該当なし。 

案内の表示方法 駐輪場付近に案内表示を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 荷さばき施設の整備・運営計画 

施設面積 
№１：５６㎡ 

№２：１７㎡ 

作業可能時間帯 
№１：午前６時～午後１０時 

№２：午後１０時～午前９時 

搬出入車両の台数

及び荷さばきを行

う時間帯 

（届出書P7・8） 

 

 

時間帯 №１ №２ 

6:00-7:00   ０台   ３台 

7:00-8:00   ２台   １台 

8:00-9:00   １台   ０台 

 9:00-10:00   ３台   ０台 

10:00-11:00   ３台  － 

11:00-12:00   ３台  － 

12:00-13:00   １台  － 

13:00-14:00   ２台  － 

14:00-15:00   １台  － 

15:00-16:00   ０台  － 

16:00-17:00   ０台  － 

17:00-18:00   ０台  － 

18:00-19:00   １台  － 

19:00-20:00   ０台  － 

20:00-21:00   ０台  － 

21:00-22:00   ０台  － 

22:00-23:00  －   ０台 

23:00-24:00  －   １台 

0:00-1:00  －   ０台 

1:00-2:00  －   ０台 

2:00-3:00  －   １台 

3:00-4:00  －   ０台 

4:00-5:00  －   ０台 

5:00-6:00  －   ２台 

合 計 １７台  ８台 

その他 

（届出書P16） 

施設

No. 
同時作業可能な台数 

待機スペース 

の有無 
防音等の設備 

搬出入車両 

出入口の数 

1 
１台 

（軽・バン～６t車） 
無 無 専用１箇所 

２ 
１台 

（２t～６t車） 
無 無 

兼用１箇所 

（出入口№2） 
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(４) 廃棄物等の保管施設の配置・運営計画 

算出根拠 

（届出書P12） 

 

※指針計算式に

より算出 

区 分 
店舗面積

Ｓ 
2.090千㎡ 

指針 

原単位 

（ｔ/千㎡） 

1日当たり 

廃棄物排出量 

（指針原単位×Ｓ)

 Ａ 

平均保

管日数

（日） 

Ｂ 

見かけ 

比重 

（t/㎥） 

Ｃ 

排出 

予測量

（㎥） 

A×B÷C 

紙製廃棄

物等 

6,000 ㎡以下 2.090千㎡ 0.208 0.435t 

1 0.10 4.350㎥ 6,000 ㎡超 0.000千㎡ 0.011 0.000t 

計 0.435t 

金属製廃

棄物等 

6,000 ㎡以下 2.090千㎡ 0.007 0.015t 

1 0.15 0.100㎥ 6,000 ㎡超 0.000千㎡ 0.003 0.000t 

計 0.015t 

ガラス製

廃棄物等 

6,000 ㎡以下 2.090千㎡ 0.006 0.013t 

1 0.30 0.043㎥ 6,000 ㎡超 0.000千㎡ 0.002 0.000t 

計 0.013t 

プラスチ

ック製廃

棄物等 

6,000 ㎡以下 2.090千㎡ 0.020 0.042t 

1 0.04 1.050㎥ 6,000 ㎡超 0.000千㎡ 0.003 0.000t 

計 0.042t 

生ごみ等 

6,000 ㎡以下 2.090千㎡ 0.169 0.353t 

1 0.55 0.642㎥ 6,000 ㎡超 0.000千㎡ 0.020 0.000t 

計 0.353t 

その他の

可燃性廃

棄物等 

- 2.090千㎡ 0.054 0.113t 

1 0.38 0.297㎥ 
計 0.113t 

 排出予測量 合計 6.5㎥ 

保管施設容量 １９．３㎥  ＞指針排出予測量 ６．５㎥ 

運搬計画 業者委託（ハローズの資源廃棄物は自社運搬） 

減量化・リサイ 

クル等の配慮 

（届出書P17） 

・マイバッグ持参運動を推進し、レジ袋の削減を図る（レジ袋有料化）。 

・リサイクル製品等環境配慮型商品の販売を推進する。 

・ばら売りや量り売りを行い、トレイの使用を削減する。 

・リターナブルコンテナ（通い箱）納品を推進し、納品用ダンボールを削減する。 

・障がい者施設や子ども食堂、ホームレス支援団体などへ賞味期限接近食品や包装不良商品を提供

する取り組みに協力する。 

・揚物用の廃油、牛脂、魚あら等の食品廃棄物は、業者委託により再資源化する。 

・店舗から排出されるダンボールなどの資源化物の分別収集を徹底する。 

・食品トレイ、牛乳パック、アルミ・スチール缶、ペットボトルの店頭回収・リサイクルを実施す

る。 

食品加工場等 

（届出書P19） 
１ 面  積：２４７㎡ 

２ 加工内容：ベーカリー、サンド、惣菜の調理、精肉、鮮魚、青果の加工等 

３ 悪臭対策：冷凍、冷蔵庫を設置する。 

換気設備を設置する。 

定期的な清掃を実施する。 

４ 汚水対策：公共下水に排水する。 

定期的な清掃を実施する。 

 

 

 

 

 

 (５) 騒音の発生に対する対策 

等価騒音レベルの

予測 

（届出書P9･10） 

区 分 昼間（環境基準値） 夜間（環境基準値） 〔予測地点〕 

添付図２「周辺見取図」・

３「配置図」 

 

〔予測結果〕 

全地点で環境基準値を満

足している。 

Ａ地点 43.5dB (55dB) 43.2dB（45dB） 

Ｂ地点 39.5dB (55dB) 39.5dB（45dB） 

Ｃ地点 52.9dB (55dB) 43.6dB（45dB） 

Ｄ地点 51.4dB (55dB) 39.8dB（45dB） 

Ｅ地点 45.1dB (55dB) 42.0dB（45dB） 

夜間騒音レベルの

最大値の予測 

（届出書P11･12） 

区 分 
最大値（規制基準値） 

店舗側敷地境界 

最大値（規制基準値） 

住居側敷地境界 

〔予測地点〕 

添付図２「周辺見取図」・

３「配置図」 ａ地点 80.0dB（45dB） Ａ地点：75.2dB（45dB） 

ｂ地点 36.3dB（45dB） － 

ｃ地点 41.3dB（45dB） － 

ｄ地点 36.6dB（45dB） － 

ｅ地点 63.6dB（45dB） Ｅ地点：62.8dB（45dB） 

〔予測結果〕 

店舗側敷地境界ではａ地点及びｅ地点で規制基準値を超過する。 

店舗側敷地境界で規制基準値を超過する発生源について、実際の影響を受ける受音点側の敷地

境界（等価騒音レベル予測地点）で再予測を行った結果、Ａ地点及びＥ地点でも規制基準値を超

過する。 

受音点側の現状の土地利用状況は、Ａ地点（北面）はオフィスビル、Ｅ地点（南面）は店舗・

事務所・テニスコート・駐車場であり、住居は立地していない。また、当該地は自己所有地（Ｊ

Ｒ西日本プロパティーズ株式会社所有）であり、当面住居の用途で活用する予定もないことから、

周辺の生活環境への影響はないと考えられる。 

しかしながら、来客車両への徐行運転や静穏保持の啓発、荷さばき車両の最徐行運転及び荷さ

ばき作業時に不必要に大きな音を発生させないよう作業人員への騒音防止意識を徹底する等騒音

の低減に努めることとする。 
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騒音対策 

（届出書P17・18） 

１ 荷さばき施設及び作業の騒音対策 

〔施設〕 

・周辺住居に近接しない位置に配置する。 

〔作業〕 

・荷さばき車両の最徐行運転（５㎞/h以下）とアイドリングストップを徹底する。 

・不必要に大きな音を発生させないように作業人員への騒音防止意識を徹底する。 

・夜間及び早朝の搬入は店頭から行い、夜間は荷さばき車両の後進ブザー音を鳴らさないよう

にする。 

２ 屋外でのＢＧＭ等の営業宣伝活動に伴う騒音対策 

・屋外ＢＧＭ等の使用なし。 

３ 室外機・送風機の騒音対策 

項目 設置台数 騒音対策等 

冷却塔  ０台 － 

冷暖房設備室外機 ２４台 

・ 低騒音型の設備機器を優先導入する。 

・ 屋上に分散配置し、パラペット（外壁の立上げ）

や防音フェンスを設ける。 

・ 定期的にメンテナンスを行う。 

冷凍機設備室外機 １２台 

・ 低騒音型の設備機器を優先導入する。 

・ 屋上に配置し、パラペット（外壁の立上げ）や

防音フェンスを設ける。 

・ 定期的にメンテナンスを行う。 

送風機(換気扇) ２６台 ・ 低騒音型の設備機器を優先導入する。 

４ 駐車場の騒音対策 

〔施設〕 

 ・特になし。 

〔運用〕 

・徐行運転（８km/h 以下）、アイドリングストップ、ドアは静かに開閉することを呼びかける

サインを設置する。 

５ 廃棄物収集作業の騒音対策 

〔施設〕 

 ・特になし。 

〔運用〕 

・不必要に大きな音を発生させないように作業人員への騒音防止意識を徹底する。 

６ 発生する騒音への一般的対策の内容 

・緑地帯の設置（騒音軽減効果が見込まれるもの）：無 

・開店後に騒音に関する苦情が発生した場合には、誠意を持って対応し、事業者の責任におい

てその解決に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６) 街並みづくり等への配慮に関する事項 

街並みづくり・ 

景観への配慮 

（届出書P19） 

〔街並みづくり等への配慮〕 

・緑地帯の設置及び壁面緑化を行う。 

〔景観への配慮〕 

・広島市景観計画及び広島市屋外広告物条例のガイドラインや基準を遵守する。 

・違和感や華美な印象を与えることがないような外観とする。 

・室外機等の設備機器は、周辺から見えない屋上に配置する。 

・屋外照明及び広告塔照明は、過剰な光量とならないよう配慮する。 

緑化計画 

（届出書P19） 

 

区 分 敷地面積 緑化面積 必要緑化面積 緑化の内容 

店舗施設敷地 ７，３０２㎡ ９３７㎡ ７３０．２㎡ 芝張・壁面緑化 

※緑化推進制度に基づく必要緑化面積（建築物の敷地面積×10％（建ぺい率60％の場合）） 

照明計画 

（届出書P20） 

 

項目 屋外照明 広告塔照明 

照明灯の配置 添付図3「配置図」 未定 

照明灯の方向 添付図3「配置図」 未定 

照明の強さ 添付図3「配置図」 未定 

点灯時間 日没から夜明けまで 日没から夜明けまで 

光害対策 
・スポット式照明器具を使用し、駐車場面・サイン面のみを照射する。 

・必要最低限度の照明点灯にとどめる。 

  

 

(7)  防災対策・防犯対策への協力 

防災対策・防犯 

対策への協力 

（届出書P17） 

１ 防災協定等締結の有無 

無：広島市より防災協定の要請があれば、締結に向けて協議する。 

２ 防犯対策への協力 

・録画機能付き防犯カメラ（店内・駐車場内）を設置し、できるだけ死角を排除する。 

・従業員及び夜間警備員による巡回を適宜行い、迷惑行為の防止に努めるとともに、必要に応

じて管轄警察署や交番とも連携して対応する。有事の際は、速やかに110番通報を行う。 

・深夜時間帯は店内出入口を限定する。 
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 事前協議（出店計画概要書意見照会）での指摘に対する店舗設置者の対応〔ハローズ観音新町店〕  

項目 意見内容 回  答 その後の対応 

交通 

【道路交通局 道路部 道路計画課・道路課】 

新規店舗のオープン時などの混雑が予想される場合には、交通誘導

員を配置するなど円滑な交通処理を行うこと。 

 

 オープン時などの混雑が予想される場合には、交通誘導員を配置す

るなど円滑な交通処理に努めます。 
― 

交通 

【広島県警察本部 交通部 交通規制課】 

周辺の交通状況や来退店の状況をこまめに確認し、交通誘導員の配

置、案内看板の設置、誘導経路等について継続的に検討を行い、交通

の安全と円滑の確保に努めてください。 

 

 周辺の交通状況や来退店の状況をこまめに確認し、交通誘導員の配

置、案内看板の設置、誘導経路等について継続的に検討を行い、交通

の安全と円滑の確保に努めます。 

― 

交通 

【広島西警察署 交通課】 

 出店計画概要書について、特段の意見はありません。なお、店舗開

店時・売り出し日等で、車両の駐車場への入場時に渋滞等が懸念され

る場合及び買い物客の駐車場内の移動や車両の出場時に誘導等が必

要と考えられる場合には、適切な交通誘導を行い交通の安全と円滑を

図ってください。 

 

 店舗開店時・売り出し日等で、車両の駐車場への入場口に渋滞等が

懸念される場合及び買い物客の駐車場内の移動や車両の出場時に誘

導等が必要と考えられる場合には、適切な交通誘導を行い交通の安全

と円滑の確保に努めます。 

― 

騒音 

【環境局 環境保全課】 

夜間騒音レベルの予測結果が規制基準値を超過していることから、

出店計画概要書に記載の騒音防止対策を確実に実施するとともに、今

後、周辺住居の状況を勘案した上で、必要に応じて追加の対策を検討

すること。 

 

 出店計画概要書に記載の騒音防止対策を確実に実施するとともに、

今後、周辺住居の状況を勘案した上で、必要に応じて追加の対策を検

討します。 

― 

その他 

【都市整備局 指導部 宅地開発指導課】 

広島市大規模小売店舗地域貢献ガイドラインに基づく出店計画に

係る関係者意見に対する回答にある、当課との協議が実施されていま

せん。 

①都市計画法について 

開発許可の審査について事前協議済みとの回答ですが、相談の段階

であり、協議終了に至っていないため、現在の計画について当課と協

議してください。 

②広島市土砂堆積等規制条例について 

一定規模以上の土砂堆積等があれば同条例第５条第１項の許可が

必要となるため、当課と協議してください。ただし、都市計画法第２

９条第１項の許可を受ける場合には同条例第５条第1項の許可は不要

です。 

 

  

 

 

 

 都市計画法に基づく開発許可の要否について、現計画にて正式に事

前協議を行います。 

 

 

 広島市土砂堆積等規制条例に基づく土砂堆積の許可の要否につい

て、協議を行います。 

 

  

 

 

 

 開発許可は不要ということで協議済みです。 

 

 

 

 当該条例に該当する土砂の堆積はありません。 

その他 

【西区役所 建設部 維持管理課】 

出入口№１を作る際に付近に建てられている電柱への対応策を示

すこと。 

 

出入口№1 付近にある電柱は、図面上歩道の切り下げ工事範囲には

入っていません。工事の際、電柱が支障になる場合には、移設します。 

― 

 

 

 

 

 

別紙１ 
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 大規模小売店舗立地法に基づく説明会（第 1回）での住民の意見・質問及び店舗設置者の回答〔ハローズ観音新町店〕  

項目 意見内容 回  答 その後の対応 

その他 
計画店舗は、草津新町店や海田市駅前店と同じような店舗になるの

か。 

 草津新町店とほぼ同じような店舗になる。 
― 

 

 

大規模小売店舗立地法に基づく説明会（第 2回）での住民の意見・質問及び店舗設置者の回答〔ハローズ観音新町店〕 

項目 意見内容 回  答 その後の対応 

交 通 

県道南観音観音線（空港通り）は通学等の自転車の通行が多いため、

来店車両の出入りする計画地北西側及び南西側の交差点で、夕方は混

雑しそうである。交通安全上、道路の標識や止まれ標示だけでは不十

分ではないかと思う。 

 現在の交通状況は把握しているが、店舗側の対応には限界がある。

状況を検証しながら、対応可能な安全対策を考えていきたい。 
― 

交 通 

荷さばき施設№1 は、大きいトラックが入るのか。スペース的に問

題はないのか。 

トラックの大きさは 2t～6t 車で、6t 車に対応するスペースを確保

している。また、自社の物流センターから配送を行っており、トラッ

クが集中することはないので、問題ないと考えている。 

― 

その他 
店員さんの話が聞こえないほどのＢＧＭが流れている店舗がある。

不必要な店内放送は控えてほしい。 

 不快な店内放送にならないよう工夫しているが、店長に申し伝え

る。 ― 

その他 
日用衣料を販売するテナントを誘致してほしい。 募集しているテナント区画では、規模的に難しいと思われる。 

― 

その他 
銀行のキャッシュコーナーはあるのか。  検討中である。 ハローズ店内に銀行ＡＴＭを設置する予定です。 
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